
◆ 暴 力 団 の 壊 滅 ◆

○ 暴力団に対する取締りの徹底
○ 匿名・流動型犯罪グループ対策の推進
○ 歓楽街を中心とした暴力団排除活動の推進

業務重点
(令和７年)

暴力団勢力の現状

令和７年(2025年)上半期の主な取組

主要事件の検挙状況

１

暴力団勢力の推移 暴力団勢力の内訳（構成比）

愛知県は、全国最大の暴力団である六代目
山口組を事実上支配している三代目弘道会の勢
力が強い。

〇 県内

総合的な取締り状況

〇 令和７年上半期における暴力団構
成員等の検挙人員（137人)の内訳

〇 全国

※検挙人員については暫定値

○ 弘道会傘下組織組長らによる露店出店権不正取得に
係る詐欺事件の検挙
岐阜県内で開催された夏祭りにおいて露店を出店す

る権利をだまし取った弘道会傘下組織組長らを検挙

○ 弘道会傘下組織組員による証人威迫等事件の検挙
弘道会傘下組織組長らが敢行した組織的な傷害事件

の公判出廷に関し、参考人に強談威迫の行為等をした
弘道会傘下組織組員を検挙

○ 素行不良集団による大麻営利目的所持事件の検挙
乾燥大麻を営利の目的で所持した素行不良集団のメ

ンバーらを麻薬及び向精神薬取締法違反で検挙



令和７年（2025年）下半期の取組方針

○ 暴力団に対する取締りの徹底
・ 主要幹部を中心とした取締りの徹底
・ 暴力団の資金源の解明及び遮断
・ 特定抗争指定による規制を効果的に活用した対立抗争の未然防止

○ 匿名・流動型犯罪グループ対策の推進
・ 匿名・流動型犯罪グループに対する実態解明の推進
・ 匿名・流動型犯罪グループの壊滅に向けた戦略的な取締りの推進
・ 組織的犯罪処罰法等の積極的な適用による犯罪収益等の剥奪

○ 歓楽街を中心とした暴力団排除活動の推進
・ 暴力団対策法及び暴力団排除条例の効果的な運用
・ 県民への広報啓発活動等による暴力団排除活動の推進
・ 関係機関、事業者等と連携した暴力団排除による風俗環境の浄化

主要施策の推進状況

暴排ローラーの実施状況 暴力団排除条例の主な周知事項

○ 歓楽街における情報収集活動及び暴力団排除条例の周知活動
県内の暴力団排除特別区域において歓楽街の実態や暴力団等の活動状況について情報を収集

するとともに、施行から一年が経過する改正愛知県暴力団排除条例について暴排ローラー等に
より幅広く周知する活動を推進

〇 民事訴訟支援の実施
露天商組合が六代目山口組傘下組織組長にみかじめ料の返還を求めた民事訴訟に関し、暴力

団対策法に基づく請求妨害防止命令を発出するなどの民事訴訟支援を実施し、暴力団の資金源
の遮断及び露天商組合の健全化を推進

○ 歓楽街を中心とした匿名・流動型犯罪グループ対策の推進
匿名・流動型犯罪グループが歓楽街を中心に風俗店、性風俗店及びオンラインカジノ等の賭

博店並びに客引き、スカウト等の事業に関与し、それらの収益の一部が、暴力団の資金源にな
っている実態がうかがわれることから、部門横断的な体制を確立し、同グループの実態解明及
び違法行為の取締りを推進



交通事故発生状況

◆ 交 通 死 亡 事 故 の 抑 止 ◆２

業務重点
（令和７年）

○ 安全な交通行動の促進に向けた啓発活動の実施
○ 悪質・危険な交通違反の取締りをはじめとした街頭活動の強化
○ 交通事故防止及び交通の円滑化に配慮した交通規制の実施

交通死亡事故の主な特徴

交通事故死者数（全国順位）

年別推移

交
通
事
故
死
者
数
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令和７年(2025年)上半期の交通事故情勢

発生数 増減数 増減率

11,839 +231 +2.0

50 -15 -23.1

13,865 +136 +1.0

重傷者数 353 +11 +3.2

負傷者数

死者数

人身事故件数

区分 順位 都道府県 死者数 増減数 増減率

1 東京 68 -1 -1.4

2 神奈川 63 +12 +23.5
3 大阪 58 +4 +7.4
4 千葉 57 -15 -20.8
5 埼玉 56 +12 +27.3
6 愛知 50 -15 -23.1

主な事故類型別

～ 横断中、車両単独が多発 ～

～ 車両単独が増加 ～
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交通死亡事故抑止対策の柱として、交通事故の当事者である「ドライバー」

「自転車」「歩行者」に区分した上で、「高齢者」「こども」といった年代に応

じた各種対策を推進

〇 安全な交通行動の促進に向けた啓発活動

・ ドライブレコーダーの映像等を活用した交通安全教育を推進

・ タレントの須田亜香里さんを交通安全大使に起用し、

『安全の「あかり」を灯して事故防止』

をテーマに、全ての道路利用者に安全な交通行動を促す広報啓発活動を

推進

・ 一時停止の停止場所は停止線の直前であることなど、自転車利用者を

含むドライバーに正しい停止と安全確認を促す広報啓発活動を推進

〇 街頭活動の強化

・ 横断歩行者妨害や信号無視、一時不停止等の交通事故に直結する交通

違反、地域住民から取締要望のある違反の取締りを強化

・ 栄地区等における飲酒運転集中取締りを実施し、多数の飲酒運転を

検挙

・ パトカーの赤色灯常時点灯による街頭活動を推進

令和７年(2025年)下半期の取組方針

主要施策の推進状況

令和７年(2025年)上半期の主な取組

〇 期間ごとの交通事故情勢や特徴に応じた対策の推進

・ 過去５年間の交通事故発生状況の分析結果に加え、夏休み、秋の行楽期、冬休み等時季ごと

の特徴を捉えた交通事故抑止に資する啓発活動の推進

・ 交通事故情勢に応じた取締りの推進

〇 全ての道路利用者に対する啓発活動の推進

・ 新たな関係機関・団体・民間企業に対する啓発活動の推進

・ 交通安全教育が行き届きにくい層への啓発活動の推進

・ 令和８年４月１日に自転車への交通反則通告制度（青切符）が導入されることを見据え、

自転車の基本的な交通ルールの広報啓発や交通指導取締活動の推進

○ ドライブレコーダーの映像等を活用した啓発の更なる推進

・ ドライブレコーダー映像を編集した教材の充実を図り、あらゆる機会を

捉えた啓発活動の推進

○ 夕暮れ時対策

・ 夕暮れ時にシフトした交通街頭活動の強化

・ 歩行者等に対する反射材用品、ＬＥＤライト等の普及活動の強化

・ 安全な横断方法の周知徹底

○ 道路交通環境の整備

・ 歩車分離式信号の整備やゾーン30プラスをはじめとした生活道路対策の

推進

〇 死亡ひき逃げ被疑事件の検挙

飲酒運転したうえ、交通上のトラブルになった相手方をひき逃げして死亡させた被疑者を検挙

〇 暴走族の検挙

名古屋市内において、原動機付自転車等５台による暴走行為をした暴走族のメンバーらを検挙

交通死亡事故抑止対策の推進 ～ ｢ドライバー｣｢自転車｣｢歩行者｣対策の継続 ～

主要事件の検挙状況



◆ 県民の身近で発生する犯罪への的確な対応 ◆３

業務重点
(令和７年)

○ 特殊詐欺、サイバー犯罪等の社会情勢の変化を反映した犯罪の予防・検挙
○ 多発する自動車盗、侵入盗等の予防・検挙
○ ストーカー、ＤＶ、児童虐待等の人身安全対処事案への迅速な対応

県内の主な犯罪等の情勢(上半期)(過去10年)

刑法犯・重点犯罪の認知・検挙状況

サイバー犯罪に関する相談・検挙状況 ※相談受理件数は公表値 令和７年の検挙件数は暫定値

※令和７年数値は６月末の暫定値

特殊詐欺

自動車盗侵入盗

刑法犯

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

認知件数 3,517 3,392 2,672 1,981 1,521 1,116 1,320 1,607 1,400 1,682

検挙件数 1,471 1,774 1,242 1,090 641 513 417 573 563 357

検挙人員 208 254 217 198 220 185 168 169 137 150

検挙率 41.8% 52.3% 46.5% 55.0% 42.1% 46.0% 31.6% 35.7% 40.2% 21.2%

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

認知件数 679 667 408 390 261 351 447 328 425 639

検挙件数 329 130 234 288 49 79 100 57 90 103

検挙人員 29 38 38 29 27 31 23 30 26 38

検挙率 48.5% 19.5% 57.4% 73.8% 18.8% 22.5% 22.4% 17.4% 21.2% 16.1%

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

認知件数 34,036 32,628 27,196 24,550 20,455 18,534 19,308 22,465 24,286 26,928

検挙件数 10,608 11,157 9,772 8,884 8,104 7,513 6,941 7,691 7,391 7,915

検挙人員 7,227 7,238 6,956 6,475 6,338 6,194 5,564 5,958 5,792 6,114

検挙率 31.2% 34.2% 35.9% 36.2% 39.6% 40.5% 35.9% 34.2% 30.4% 29.4%

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

認知件数 528 328 275 292 358 436 381 659 663 920

検挙件数 84 83 93 86 165 202 231 209 286 265

検挙人員 69 64 61 59 70 81 79 85 82 82

検挙率 15.9% 25.3% 33.8% 29.5% 46.1% 46.3% 60.6% 31.7% 43.1% 28.8%

～ 実質被害総額は約34億円 ～

～ ランドクルーザー等の特定車種の被害が多発 ～～ 閉店中の店舗を対象とした被害が多発 ～
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主要事件の検挙状況

○ ミャンマー国内を犯行拠点とする特殊詐欺事件の検挙

警察官や検察官等になりすまし、「あなたの口座が犯罪に利用されている。疑惑を晴らすためには

現金を振り込む必要がある。」等とうそを言い、現金をだまし取った詐欺の被疑者をタイ国家警察と

の国際共同捜査により検挙

○ 特殊詐欺等の実行役として「闇バイト」を募るリクルーターの検挙

ＳＮＳを悪用し、「闇バイト」の求人情報を投稿して、特殊詐欺の受け子等を募集するとともに、

銀行口座を転売する目的で、通帳やキャッシュカード等の販売広告を掲載した被疑者を検挙

○ ランドクルーザー、クラウン等を一晩で多量に窃取する自動車盗被疑者の検挙

ランドクルーザー、クラウン等を対象に、一晩で多数の犯行を繰り返していた自動車盗被疑者を検挙

主要施策の推進状況

ストーカー・配偶者等からの暴力事案・児童虐待の状況 ※令和７年の相談等件数は暫定値

令和７年(2025年)下半期の取組方針

○ 特殊詐欺対策

事業者、関係団体等と連携した国際電話利用規制サービス等の活用を促す広報啓発

及びＣＡＴ（コンビニエンスストアオール通報）制度の推進

○ サイバーセキュリティの向上に向けた取組

・ 愛知県防犯協会連合会等と連携し、県内の中小事業者等を対象とした「サイバー

セキュリティセミナー」を開催

・ 脆弱性のあるネットワーク機器の管理事業者に対し、セキュリティ対策の支援を実施

・ 地元スポーツチームと連携したフィッシング被害防止啓発活動を実施

○ 自動車盗・侵入盗対策

・「スマホ連動型防犯カメラ」「警報装置」「ＧＰＳ等の追跡装置」

などの複数防犯対策を促す広報啓発の推進

・ 事業者と連携した防犯機器の普及促進

○ 人身安全対処事案への的確な対応

・ 被害者に対する定期的な連絡及び携帯用緊急通報装置の貸出等

の保護対策の推進

・ ストーカー行為者に対する禁止命令等や、カウンセリング治療の勧奨を実施

（ＣＡＴ制度周知チラシ）

○ 特殊詐欺、サイバー犯罪等の社会情勢の変化を反映した犯罪の予防・検挙
・ 通信事業者等と連携した迷惑電話防止アプリの活用を促す広報啓発の推進

・ 特殊詐欺やＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺に関与する匿名・流動型犯罪グループの実態解明及び

弱体化につながる戦略的な取締りの推進

・ 暗号資産など匿名化ツールを悪用した高度なサイバー犯罪の取締りの推進

・ 地域において活動する防犯ボランティア等多様な主体と連携した効果的な被害防止対策の推進

○ 多発する自動車盗、侵入盗等の予防・検挙
・ 被害多発車種ユーザーや特定の業種に的を絞った「スマホ連動型防犯カメラ」などの防犯性の

高い機器を使用した複数防犯対策の広報啓発及び普及促進

・ 発生状況の分析による実行犯の早期検挙及び盗品の流通経路の実態解明

○ ストーカー、ＤＶ、児童虐待等の人身安全対処事案への迅速な対応

被害者等の安全確保を最優先とした迅速かつ的確な組織的対応の徹底

令和７年(2025年)上半期の主な取組


